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　甲南町で体育指導委員さんご指導のもと、運

動習慣を定着させるための講習会が開催され

ました。以前健康推進員が実施した健康づく

りのサポーター育成事業に参加された30名あ

まりの方がゲームを楽しみながら運動をしま

した。自然に笑顔がこぼれ、曲を口ずさむ人も

いました。

〈参加者の感想〉

　＊�日頃は運動不足なので、体を動かせて良

かったです。

　＊�楽しく運動ができ大満足でした。大きい

笑い声も出せて楽しかったです。

　＊�自治会のサロンやおたっしゃクラブに取

り入れたい。

 楽しく体を動かして
無理なく健康づくり

●
事
業
の
目
的

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
が

増
大
す
る
な
か
、安
心
し
て
農
業
が
で

き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的

に
、市
で
は
今
年
度
、鳥
獣
被
害
防
止
総

合
対
策
交
付
金
を
受
け
、市
内
34
の
集

落
で
鳥
獣
侵
入
防
止
柵
の
設
置
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
で
は
、侵
入
防
止
柵
の
自

力
施
工
を
行
う
場
合
に
事
業
の
対
象

と
な
る
た
め
、昨
年
度
に
要
望
さ
れ
た

集
落
が
、市
か
ら
納
品
さ
れ
た
資
材
を

使
用
し
て
、侵
入
防
止
柵
を
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
資
材
は
イ
ノ
シ
シ・シ
カ

用
の
金
属
性
フ
ェ
ン
ス
で
、高
さ
は
１・

８
ｍ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
事
業
実
施
に
つ
い
て
の
経
緯

　
事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、要
望
集

落
へ
の
事
業
説
明
会
の
ほ
か
、市
内
４

カ
所
で
、侵
入
防
止
柵
の
設
置
方
法
の

現
場
説
明
会
も
開
催
さ
れ
、集
落
に
お

い
て
実
際
に
設
置
す
る
現
場
で
の
注
意

点
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
資
材
の
納
品
に
つ
い
て
は
、地
元
集

落
関
係
者
と
市
に
よ
る
実
施
予
定
箇

所
の
現
地
確
認
後
、各
集
落
の
実
施
距

離
に
応
じ
た
資
材
が
納
品
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
事
業
の
実
施
箇
所
に
つ
い
て
は
、各

集
落
の
要
望
箇
所
に
基
づ
く
も
の
と
な

り
ま
す
が
、侵
入
防
止
柵
の
効
果・設
置

に
つ
い
て
の
作
業
効
率・道
路
の
安
全

な
通
行
の
確
保
等
を
総
合
的
に
議
論

し
た
う
え
で
、集
落
で
合
意
形
成
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

当
事
業
は
平
成
23
年
度
事
業
と
し

て
、現
在
各
集
落
に
よ
り
設
置
中
で
あ

り
、今
年
度
末
に
は
、34
集
落
の
合
計
で

約
１
５
０
km
の
侵
入
防
止
柵
が
完
成

す
る
こ
と
に
な
り
、こ
れ
に
よ
り
い
っ

そ
う
の
被
害
防
止
へ
の
効
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
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今
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は
鳥
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防
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柵
設
置
事
業

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す

健康推進連絡協議会事務局（健康推進課）　☎65-0703　 Fax63-4591問い合わせ

■とても盛り上がったゲームを一つ紹介します■

（準備物：ボール）

❶�雷さんを一人決める。
❷他の人は、円になって座る。
❸雷さんは円の外で「ゴロゴロゴロ〜ゴロゴロ！
ゴ〜ロゴロ〜〜」と言う。（早く言ったり、ゆっく
り言ったりメリハリをつけるとおもしろい）そ
の間、円になっている人たちは、ボールを隣の人
へ回していく。
❹雷さんは折を見て、「ドカン！！」と叫ぶ。その
時ボールを持っていた人が次の雷さんになる。

＊雷さんゴロゴロ＊

〜安定した制度で高齢者医療を守るために〜
後期高齢者医療制度のしくみ

　後期高齢者医療制度は、各都道府県単位の「広域連合」を運営主体として、75歳以上の
方（および一定以上の障がいにより認定を受けた65歳以上の方）を対象としています。
後期高齢者医療制度の被保険者の医療費の財源は、
　○公費（国・県・市町が負担するお金）…約5割
　○支援金�（75歳未満の方が負担するお金※障がい認定により後期高齢者医療にご加入

の65歳以上の方を除く）…約4割
　○後期高齢者医療の被保険者が納める保険料 …約1割
となっており、高齢者の方も含め、国民全体で支えあう制度です。
　医療費は高齢化の進展や医療の高度化により年々増加しています。医療費の増加は制
度の財政を圧迫し、皆様にご負担いただく保険料の増額にもつながりかねません。限り
ある医療費の適正化のためにも、健康や医療について考えてみましょう。

①休日や夜間に救急医療機関を受診しようとする際には、平日の時間内に受診することができないか、もう一度考えてみましょう。
②同じ病気で複数の医療機関を必要以上に受診するのはできるだけ控えましょう。重複する検査や投薬により、かえって体に悪影
響がある心配があります。
③後発医薬品（ジェネリック医薬品）は先発医薬品と同等の効能効果を持ち、費用もおおむね安く済みますので、医療機関窓口で利
用について相談してみましょう。

こころがけましょう、受診のマナー　～医療機関での適正な受診を～

　
平
成
７
年
１
月
17
日
に
発
生
し
た

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
17
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
ま
た
、昨
年
３
月
11
日

に
は
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
東
北

地
方
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
が
も
た

ら
さ
れ
、巨
大
地
震
の
恐
ろ
し
さ
を

あ
ら
た
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
近
い
将
来
、東
南
海・南
海
地
震
が

発
生
す
る
と
予
測
さ
れ
、市
内
で
も

大
き
な
揺
れ
が
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い

う
考
え
の
も
と
、市
内
各
地
で
防
災

訓
練
等
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、い
つ
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
大

地
震
に
対
し
て
、平
常
時
の
今
だ
か

ら
こ
そ
、個
人
で
も
準
備
が
必
要
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
次
の
一

例
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
家
具
の
固
定

□
タ
ン
ス
や
本
棚
を
突
っ
張
り
棒
で
天
井
と
固
定
し
転

倒
防
止
し
て
い
る
。

□
食
器
棚
の
開
き
戸
に
ス
ト
ッ
パ
ー
を
設
置
し
て
い

る
。

□
テ
レ
ビ
等
に
は
、免
震
シ
ー
ト
を
貼
付
し
て
い
る
。

●
家
具
の
配
置
見
直
し

□
家
具
が
倒
れ
て
く
る
方
向
で
は
寝
て
い
な
い
。

□
も
し
倒
れ
て
も
逃
げ
道
を
ふ
さ
が
な
い
と
こ
ろ
に
家

具
を
配
置
し
て
い
る
。

●
非
常
持
ち
出
し
品
の
用
意
は
で
き
て
い
ま
す
か

□
懐
中
電
灯
：
目
の
前
を
照
ら
す
だ
け
で
な
く
、下
敷

き
に
な
っ
た
場
合
に
は
自
分
の
居
場
所
を
知
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
携
帯
ラ
ジ
オ
：
情
報
収
集
と
し
て
有
効
。
電
話・
テ

レ
ビ
等
が
つ
な
が
ら
な
い
場
合
、大
切
な
情
報
源
と

な
り
ま
す
。

□
非
常
食・水
：
１
～
３
日
間
、自
分
で
や
り
過
ご
せ
る

分
を
用
意
。

　
そ
の
他
、貴
重
品・医
薬
品
、携
帯
ト
イ
レ
さ
ら
に
は
、

必
要
な
方
は
オ
ム
ツ
や
生
理
用
品
も
用
意
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　
今
回
の
チ
ェ
ッ
ク
で
未
実
施
の
項
目
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
改

善
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
今
は
、様
々
な
防
災
便
利
グ
ッ
ズ
が
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。
自
分
に
合
う
も
の
を
探
し
、災
害
に
対
す
る
備
え
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問い合わせ 甲賀市保険年金課
☎65-0689　Fax63-4681 または 滋賀県後期高齢者医療広域連合

☎077-522-3013

問
い
合
わ
せ

　
危
機
管
理
課

　
☎
６
５
‐
０
６
６
５

　
Fax
６
３
‐
４
６
１
９

CHECK!

問
い
合
わ
せ

 

産
業
経
済
部　
鳥
獣
害
対
策
室

☎
６
５
‐
０
７
３
４

Fax
６
３
‐
４
５
９
２ 侵入防止柵設置の様子（水口町嶬峨）

▲「雷さんゴロゴロ」を楽しむ参加
者

支援金
約4割
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